


 

 

 余寒なお厳しいこの頃、皆様におかれましては、いかがお過ごしでしょうか？2013 年も

早いもので 1ヶ月が過ぎました。今年もあと 334日を残すのみです?! 

 私事、1月号でも申しましたが今年は「日々前進」の気持ちで生活したいと思っておりま

す。 

 さて昨年の大晦日、私はこの言葉に出会いました。「未来は過去の延長線上にある」。 

栃木県出身のキャノン電子社長・酒巻久氏の言葉です。氏は技術畑出身だそうですが、新

人時代企画部に配属された時、新製品の開発を上司に命じられたそうです。ある日良いア

イディアが浮かばずにいると、上司から特許庁へ行って過去の特許を見てくる様助言され

ました。 

最初は昔の特許を見て何の意味があるのかと思ったそうですが、実際に足を運んで（すぐ

さま行動ができることが達人である）過去のものを見ると、こうゆうものが特許になるの

かと新鮮な驚きを覚えると共に埋もれているアイディアに最新技術の光を当てれば今の世

の中に通用する優れた製品が出来ることに気付かされたそうです。又、氏はあのスティー

ブ・ジョブズと共に事業を営んだことがある旧知の間柄だそうで、彼が成功した理由はソ

フト開発の分野で卓越した才能を発揮した事は然ることながら、それよりも製造・販売・

組織運営・音楽等々信じられない位幅広い分野に精通していたことが要因だったと言いま

す。又、彼の iPhone や iPad といった画期的かつ斬新な製品の数々はアイディアとしては

既に過去にあったものであり、それに幅広い分野に精通した知識が融合され誕生した製品

なのだそうです。私達も良く知る孔子の説く「温故知新」はいつの時代でも、どこの国で

も通用する普遍的な教えなのではないでしょうか。 

そして、酒巻氏は更にこう続けます。「一点を通る線は無数にあるが二点を通る線は一本し

かない。過去から現在にかけて貫かれてきた線の延長線上に我々は未来を見出すことが出

来る」と。しかし私の様な凡人以下の者は過去と現在に多くの失敗を重ねてきているので、

ある意味単純にこの解釈では、その二点の延長線上の未来は更に失敗してしまうことにな

ります。 

しかし、これはやり方次第で修正できるはずだと思うのです。私なりの解釈では、いわば

未来は過去と現在の生き方で自ずと決まる。例えば過去に失敗があったとしても、それを

教訓に現在を懸命に生きれば、未来は良いベクトル（方向と力）になる。つまり未来の点

をどこに打つかは自分次第であり、その方向が修正されれば、その二点の延長線上には光

明があるはずである。と私は思うのです。 
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